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市f、 米子市に4つ、準看学院が2つある。　

　パラメジカルスタッフの養成は、県単位ではなくてブ

ロック単位など広域的視野で行う必要があるのではない

かと考える。

q）過疎地域における母子健康センターの役割と

　　　業績に関する調査研究

全国母子健康センター連合会竹 村　　秀　　男

1。

研究目的

　わが国の母子健皮セソターはξ昭和鈴年度ふら国め母

子保健対策の主要な一環として、母子保健がおくれてい

た農山漁業地域を対象として、市町村を設置主体として

発足 した。 以来、昭和47年度までに全国各地1ヒ舎計616

カ所の母子健康セγターが開設されてい る。　

　わが国の母子健康センターぽ助産部門と保健指導部

門をもち、市町村における母子保健の総合的な施設とし

て国庫補助金によって誰置されてきた。発足初期の頃は

助産部門噸点がお煉い当時蒲紅多か凍脚麟』．

地域における不衛生な自宅分娩や無介助分娩の解消を重

要な目的としていたoこれと同時紀、いわゆる「へき地」

の母子保麟勤拠点として畷割が騨趣てし嘔
したがって、母子健康センターが設置されている地域の

大部分は過疎地域であるといえる。

・こめような構想にもとづいて設けられてぎた母子健凍

センターが、 これらの地域におい七どのような役割を果

し、どのよう，に活用され、どのような成果をおさめてき

たか6これにうい宅まず、概括的な調査を行いぐ次にい

く・うがの実例について県体的な母子健康センタ
一の役

割、 機能、業績を分析し、、さらに今後の間題点や課題に

ついて検討した。

2、　調査対象と研究方法r

概括的な母子健康池ンターの役割、機能業績について

は、社団法人全国母子健康センター連合会の各道県支部

の協力によりξr全国の母子懸センターのうち350ヵ所

を対象として調査票を送付し｛主として各センターの保

健指導部門の最近1年間における審業実績、すなわちセ

ソ究rにおける妊産婦および乳幼児の健康管理・保健指

導、、育児相談および各種の母子保健教育活動などの実施

状況を調査 した。ド 　　　．．

次に過疎地域における母子保健の改善に成果をあげた

実例として、長野県大岡村録子健庚セシター、栃木県茂

木町（もてぎまち）母子健康セγター・高知県土佐町母

子健庚センター、和歌山県大塔村母子趣康セγター、ま

た離島で活畢している母子健康センターめ実例として、

長崎県上五島町母子健康センター、以上5ヵ所あ母子健

康センターえついては、全国母子健康センター連合会、

おタび同会の5県草部の協力により、現地訪間調査を行

うて、これらの母子健康センターが果した役割、 業績お

よびその成果を調査検討した。

．峠後に、過去15年問母子保健の推進に各地において著

しい役醜果し越た母拠康セ1渉一は、蔽儲成

長に伴う激しい社会変動のなかにあって、今や大きな転

換期に直面し、多くの課題をかかえている。その問題点

と、今後の課題について検討を行なった。

3．調査成績

　（1）助産部門の役割

　後述する無医村または無医地区の実例、 離島や山間辺

地の実例によって示されているとおり、農山漁業地域に

おける不衛生な自宅分娩や、 無介助分娩は、母子健康セ

ンターの開設された地域では、急速に解消ぎたは激減

し、これによる母子保健改善への寄与は多大なものがあ

ったo

　なおく出産のため母子健康セ γターに入所する期間は

産後概ね7日間であるが、この期間には、肋産婦による

完全看護が行われており、1産後の保漣指導と、新生児の

育児指導が懇切に行われていることも、母子健康セγタ

■の助産部門の優れた特色である。

　次に第1表の「母子健康センタ」使用料調」に示され

ているように、一般医療機醐における入院分挑の費用と

比べ・母子健康センターの、助産部門の使用料は、公営

蛮業であるため、きわめて低廉であり、都市と比べて所

得水準の低い農山漁業地域においでは福祉の面でも役立

っているといえる。
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